
行脚 日目 愛知県豊川市付近で吹雪に見 われた一行 網代傘が真っ白に

□伊藤唯真・浄

土門主 踏破者９

人の皆さんが無事

に総本山知恩院に

到着されたこと

に、心から敬意を

表します。ひたす

ら念仏を唱え続

け、各地で人々に念仏の輪を広げて下

さった。それは自身の行であるととも

に、人々に勇気と感銘を与える利他の

行でもありました。皆さんが歩いた跡

には道ができました。念仏の道です。

今回の法然上人800年大遠忌で成し遂

げられた偉業として長く記録されるで

しょう。（ 日、踏破者への感謝状授

与に次ぐあいさつ）
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□大田弘光・念

仏行脚全行程踏破

者代表 無事に総

本山知恩院まで歩

かせていただき、

感激でいっぱいで

す。道中、私たち

を支え、迎え出て

下さる人々の恩を感じ己を反省させら

れることが多くありました。「われ以

外みなわが師」という言葉をかみしめ

ています。法然上人は、私たち僧侶に

１日３万回以上、念仏せよと教えてお

られます。今後も日課の早朝念仏行脚

をずっと続けていきます。

勇気と感銘与えた偉業 人々の恩を強く感じて

宗
祖
・
法
然
上
人
の
８
０
０
年
大
遠
忌
を
記
念
し

て
、
浄
土
宗
の
僧
侶
や
壇
信
徒
が
東
京
か
ら
京
都
ま
で

約
６
０
０
㌔
を

日
が
か
り
で
踏
破
す
る
「
大
遠
忌
念

仏
行
脚
」
の
一
行
が
２
月

日
、
最
終
目
的
地
の
知
恩

院
に
ゴ
ー
ル
イ
ン
し
た
。
吹
雪
や
氷
雨
の
悪
天
候
に
も

め
げ
ず
全
行
程
を
歩
き
通
し
た
の
は
、

歳
か
ら

歳

ま
で
の
僧
侶
９
人
。
１
人
も
落

ら
く

伍
ご

す
る
こ
と
な
く
、
伊

藤
唯
真
門
主
を
は
じ
め
待
ち
構
え
た
宗
門
の
人
々
に
迎

え
ら
れ
た
。
行
程
中
、
浄
土
宗

教
区
を
リ
レ
ー
形
式

で
受
け
継
が
れ
た
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
の
名
号
な
ど
２

本
の
軸
が
知
恩
院
に
納
め
ら
れ
る
と
、
檀
信
徒
で
埋
ま

っ
た
御
影
堂
内
は
拍
手
と
敬

け
い

虔
け
ん

な
念
仏
の
声
に
包
ま
れ

た
。
行
脚
は
途
上
、
沿
道
に
出
迎
え
た
数
千
の
老
若
男

女
に
念
仏
の
縁
を
つ
な
ぎ
、
８
０
０
年
大
遠
忌
の
幕
開

け
に
華
を
添
え
た
。
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東
京
〜
京
都

日
で
踏
破

行脚には僧侶のほか 女性や子どもも多数参加

した 小学３年生の小僧さんには 沿道から が

んばれー の声が飛んだ 滋賀県栗東市

計 教区をリレーされた 名号 右 と

摂益文 の２軸 名号は伊藤浄土門主

が 摂益文は伊藤門主と浄土宗七大本

山の法主が筆をとった

◆
全
行
程
を
踏
破
し
た
９

人
の
僧
侶
は
次
の
皆
さ
ん
。

加
藤
善
也
（
滋
賀
）
、
福

住
昭
孝
（
同
）
、
太
田
正
雄

（
同
）、侭
田
昭
持（
埼
玉
）
、

鈴
木
只
単
（
東
京
）
、
一
真

成
（
神
奈
川
）
、
大
田
弘
光

（
愛
知
）
、
肥
高
邦
秀
（
長

崎
）
、
大
澤
太
善
（
群
馬
）

ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
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ｈ
ｈ

沿道で 行脚の一行に手を合わす人たち ご苦労さま

です のひとことが励みになった 静岡市清水区

日間・600㌔を歩き通し 最終ゴールの

知恩院三門前に到着した念仏行脚の一行

疲れも見せず 最後の行脚に向かおう

とする全行程踏破者９人 ２月 日 京

都市左京区・檀王法林寺

念
仏
行
脚
は
、

年
に
一

度
の
大
遠
忌
に
、
法
然
上
人

の
恩
に
報
い
る
と
と
も
に
、

あ
ら
た
め
て
念
仏
を
広
く
浸

透
さ
せ
る
宗
門
の
願
い
が
込

め
ら
れ
て
い
た
。

東
京
の
大
本
山
増
上
寺
か

ら
、
知
恩
院
ま
で
６
０
０
㌔

を
ル
ー
ト
に
設
定
。
途
中
の

計

教
区
で
南
無
阿
弥
陀
仏

の
「
名
号
軸
」
と
、
経
文
を

２
字
ず
つ
に
分
け
て
書
い
た

「
摂

し
ょ
う

益や
く

文も
ん

軸
」
の
２
軸
を
、

リ
レ
ー
形
式
で
受
け
渡
し
す

る
決
ま
り
と
し
た
。
軸
の
文

字
は
、
伊
藤
唯
真
浄
土
門
主

ら
が
揮
毫
し
た
。

行
脚
は
、
６
０
０
㌔
を
歩

き
通
す
「
全
行
程
踏
破
者
」

に
、
各
地
域
の
僧
侶
や
檀
信

徒
た
ち
が
そ
の
日
ご
と
に

人
、

人
と
加
わ
っ
た
。
踏

破
者
は
全
国
か
ら
募
集
。
熱

意
と
年
齢
、
脚
力
、
経
験
な

ど
を
勘
案
し
て
名
古
屋
市
の

無
量
寿
院
住
職
、
大
田
弘
光

さ
ん
ら
９
人
が
選
ば
れ
た
。

法
然
上
人
８
０
０
回
忌
の

祥
月
命
日
に
あ
た
る
１
月

日
、
増
上
寺
を
出
て
行
脚
の

幟
を
掲
げ
な
が
ら
国
道
１
号

や
旧
東
海
道
を
西
へ
西
へ
と

進
ん
だ
。網
代
笠

が
さ

に
け
さ
衣
、

手
っ
甲
脚
半
姿
の
踏
破
者

は
、
鉦

か
ね

を
打
ち
鳴
ら
し
「
ナ

ー
ム
ア
ミ
ダ
ブ
ー
」
と
ゆ
っ

く
り
し
た
テ
ン
ポ
で
唱
え
な

が
ら
歩
く
。

９
人
の
う
ち
最
高
齢
は
長

崎
か
ら
参
加
し
た
肥
高
邦
秀

さ
ん
（

）
。
「
途
中
で
倒

れ
た
ら
、
そ
れ
も
仕
方
が
な

い
思
っ
た
け
ど
、
念
仏
が
力

を
与
え
て
下
さ
っ
た
」
。
急

坂
や
雨
に
も
耐
え
抜
く
姿

に
、
他
の
８
人
は
逆
に
励
ま

さ
れ
た
と
い
う
。

風
は
強
い
も
の
の
連
日
、

好
天
に
恵
ま
れ
「
晴
れ
男
の

集
ま
り
や
」
と
喜
ん
で
い
た

一
行
に

日
目
、
試
練
が
訪

れ
た
。
愛
知
県
豊
川
市
付
近

で
雪
が

い
始
め
、
や
が
て

猛
吹
雪
に
。
か
っ
ぱ
を
着
て

傘
を
押
さ
え
な
が
ら
進
む

が
、
雪
は
下
着
の
中
ま
で
し

み
通
り
、
体
は
芯
か
ら
凍
り

つ
い
た
。

「
雪
が

う

東
海
道
は

御
油
の
松

思
い
極
楽

念

仏
行
脚
」。
道
中
の
感
想
を
、

す
ぐ
短
歌
に
書
き
留
め
た
侭

田
昭
持
さ
ん
（

）
は
、
酷

寒
に
も
負
け
な
い
気
概
を
詠

ん
だ
。
雪
は
、
３
日
後
の
２

月

日
に
も
名
古
屋
市
内
で

横
な
ぐ
り
に
襲
い
か
か
っ

た
。
全
身
真
っ
白
に
な
り
、

念
仏
す
る
口
の
中
に
も
雪
が

飛
び
込
む
。
そ
れ
で
も
日
課

の
午
後
５
時
ま
で
、
踏
破
者

の
念
仏
が
途
切
れ
る
こ
と
は

な
か
っ
た
。

疲
労
が
蓄
積
す
る
一
行
を

支
え
た
の
は
、
各
地
の
浄
土

宗
青
年
僧
や
寺
庭
婦
人
、
檀

信
徒
の
人
た
ち
。
食
事
や
行

列
の
先
導
、
交
通
安
全
確
保

ま
で
フ
ル
回
転
で
奉
仕
す
る

姿
が
ど
こ
で
も
見
ら
れ
た
。

沿
道
で
、
手
を
合
わ
せ
る

人
々
の
数
は
西
に
進
む
に
従

っ
て
増
え
て
い
く
。
休
憩
場

所
に
な
っ
た
地
元
寺
院
な
ど

約
１
０
０
カ
所
の
会

え

所
し
ょ

で
は

園
児
た
ち
の
出
迎
え
も
多

く
、
か
わ
い
い
声
援
が
踏
破

者
の
背
中
を
後
押
し
し
た
。

最
終
日
、
京
都
市
内
を
知

恩
院
ま
で
進
ん
だ
行
列
は
２

０
０
人
超
に
。
参
加
し
た
僧

侶
の
数
は

日
間
で
の
べ
１

０
０
０
人
に
達
し
た
。
「
私

た
ち
、
本
当
に
歩
い
た
ん
だ

ね
ー
」
。
知
恩
院
で
す
べ
て

の
行
事
が
終
わ
る
と
行
脚
に

加
わ
っ
た
全
員
に
や
っ
と
安

あ
ん

堵
ど

の
笑
み
が
広
が
っ
た
。

道
中
、
３
０
０
首
を
詠
ん

だ
侭
田
さ
ん
の
最
後
の
１
首

に
は
喜
び
と
感
謝
が
あ
ふ
れ

た
。
「
一

い
ち

行
ぎ
ょ
う

を

成
し
遂
げ

た
る
や
思
え
る
日

今
こ
こ

に
立
つ

祖
山
う
れ
し
や
」。

第３種郵便物認可 ２０１１年(平成 年)３月１日　 火 曜 日第３種郵便物認可 ２０１１年(平成 年)３月１日　 火 曜 日


